
２
０
２
２
年
に
起
き
た
衝
撃
の
出
来

事
と
い
え
ば
、
国
外
に
あ
っ
て
は
ロ
シ

ア
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
」、

国
内
に
あ
っ
て
は
安
倍
晋
三
元
総
理
の

暗
殺
で
あ
ろ
う
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦

争
」
は
、
冷
戦
後
、
約
30
年
続
い
た
「
ポ

ス
ト
冷
戦
」
の
終
焉
を
印
象
付
け
た
。

冷
戦
後
、大
規
模
な
正
規
戦
は
な
か
っ

た
。
他
方
、
民
族
紛
争
や
、
テ
ロ
、
ゲ

リ
ラ
、
あ
る
い
は
反
政
府
勢
力
と
政
府

軍
に
よ
る
小
競
り
合
い
や
非
正
規
戦
な

ど
が
各
地
で
頻
発
し
た
。
だ
が
現
代
に

あ
っ
て
、
ま
さ
か
戦
車
同
士
が
戦
い
、

重
火
砲
を
撃
ち
合
う
よ
う
な
古
典
的
な

戦
争
が
起
こ
る
と
は
誰
が
予
想
し
た
だ

ろ
う
。

冷
戦
中
、
機
能
不
全
に
陥
っ
た
国
際

連
合
も
、
冷
戦
後
は
、
大
国
間
で
協
調

の
兆
し
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
国
連
は
再
び

機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
が
、
今
後
の
国
際
社
会
に
与
え
る
影

響
は
大
き
い
。
こ
の
戦
争
で
判
明
し
た

事
実
を
も
と
に
、
２
０
２
３
年
以
降
の

国
際
社
会
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

戦
争
は
起
こ
り
得
る
と
い
う
現
実

ま
ず
は
、
誰
も
止
め
ら
れ
な
い
戦
争

が
起
こ
り
う
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

国
連
の
常
任
理
事
国
が
、
核
を
チ
ラ
つ

か
せ
な
が
ら
力
に
よ
る
現
状
変
更
、
つ

ま
り
侵
略
戦
争
を
始
め
れ
ば
誰
も
止
め

ら
れ
な
い
。
国
連
は
全
く
無
力
で
、
無

様
な
醜
態
を
晒
し
続
け
て
い
る
。

我
が
国
の
近
く
に
は
、
も
う
一
つ
の

核
大
国
で
独
裁
国
家
、
そ
し
て
常
任
理

事
国
で
あ
る
中
国
が
存
在
す
る
。
習
近

平
中
国
国
家
主
席
は
、
10
月
の
第
20
回

中
国
共
産
党
大
会
で
「
台
湾
問
題
を
解

決
し
、
祖
国
の
完
全
統
一
を
実
現
す
る

こ
と
は
、
共
産
党
の
歴
史
的
任
務
で
あ

る
」
と
述
べ
、「
武
力
行
使
の
放
棄
は
決

し
て
約
束
し
な
い
」
と
強
調
し
た
。

8
月
に
ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ロ
シ
米
下
院

議
長
の
訪
台
直
後
、
中
国
は
台
湾
を
と

り
囲
む
よ
う
に
大
規
模
軍
事
演
習
を
実

施
し
た
。
人
民
解
放
軍
は
16
発
の
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
、
そ
の
う
ち
、
5
発
が

日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
に
着
弾
し
た
。

台
湾
有
事
は
日
本
有
事
で
あ
る
。
我
が

国
周
辺
で
も
、
古
典
的
な
紛
争
が
起
こ

り
う
る
。
準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

2
番
目
は
核
の
威
力
が
未
だ
健
在
で

あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
人
類
は
核

の
悲
惨
さ
を
広
島
、
長
崎
か
ら
学
ん
だ
。

麗
澤
大
学
特
別
教
授
　
元
空
将  

織
田
邦
男

冷
戦
後
30
年
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
が
勃
発
し
、
国
連
は
再
び
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
は
核
の
使

用
を
ち
ら
つ
か
せ
、
習
近
平
中
国
国
家
主
席
も
核
だ
け
で
な
く
軍
事
力
を
ま
す
ま
す
強
化
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
、
台
湾
問
題
も
含
め
、
東

ア
ジ
ア
の
危
険
は
増
し
て
い
る
。
米
国
の
傘
の
下
で
安
心
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
２
０
２
３
年
は
何
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

２
つ
の
共
産
主
義
国
家
と
３
つ
の
権
威
主
義
的

独
裁
国
家
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
厳
し
い
現
実
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長
崎
以
降
、
核
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

事
実
、
核
は
き
わ
め
て
使
用
し
難
い
兵

器
に
な
っ
た
。
で
は
無
駄
か
と
い
う
と

残
念
な
が
ら
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

証
明
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
プ
ー
チ
ン
露
大
統

領
は
２
０
１
４
年
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
併

合
を
め
ぐ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
核
兵

器
を
使
う
用
意
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

こ
の
発
言
が
今
回
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ

ン
米
大
統
領
に
対
し
、
軍
事
力
不
行
使

を
早
々
に
決
心
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
、「
米
国
が
ロ
シ
ア
と
戦

火
を
交
え
れ
ば
第
3
次
世
界
大
戦
に

な
っ
て
し
ま
う
」
と
繰
り
返
し
語
っ
て

い
る
。

プ
ー
チ
ン
氏
は
、
た
び
た
び
「
核
の

使
用
」に
つ
い
て
言
及
し
た
。
侵
攻
早
々
、

「
外
部
か
ら
の
邪
魔
を
試
み
よ
う
と
す
る

者
は
誰
で
あ
れ
、
歴
史
上
で
類
を
見
な

い
ほ
ど
大
き
な
結
果
に
直
面
す
る
だ
ろ

う
」「
ロ
シ
ア
は
核
保
有
国
だ
。
そ
の
戦

争
に
勝
者
は
い
な
い
」
と
述
べ
た
。
言

葉
だ
け
で
な
く
、
核
を
含
む
「
抑
止
部

隊
」
に
対
し
「
戦
闘
態
勢
」
へ
の
移
行

を
命
じ
た
。
ま
た
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ

ル
（
I
C
B
M
）
な
ど
の
発
射
演
習
も

行
っ
た
。

核
に
よ
る
威
嚇
、
恫
喝
は
、
き
わ
め

て
有
効
で
あ
り
、
外
交
力
を
格
段
に
向

上
さ
せ
る
。
プ
ー
チ
ン
氏
は
、
こ
の
軍

事
的
、
外
交
的
効
果
を
最
大
限
利
用
し

て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
次
ぐ
核
大
国
で
あ

り
、
圧
倒
的
な
通
常
兵
力
を
有
す
る
米

国
が
、
こ
の
戦
争
を
抑
止
す
べ
き
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ー
チ
ン
氏
の

核
発
言
に
よ
っ
て
、
逆
に
米
国
の
軍
事

行
動
が
抑
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
戦
略

家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ト
ワ
ッ
ク
は
「
核

兵
器
は
使
わ
れ
な
い
限
り
有
効
」
と
述

べ
た
。
こ
の
「
ル
ト
ワ
ッ
ク
の
パ
ラ
ド

ク
ス
」
が
こ
の
戦
争
で
証
明
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

3
番
目
は
核
不
拡
散
（
N
P
T
）
体

制
が
崩
壊
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
N
P
T
体
制
は
、

核
保
有
を
５
つ
の
国
連
常
任
理
事
国
の

み
に
認
め
、
他
国
は
核
保
有
を
認
め
な

い
と
い
う
、
い
わ
ば
不
公
平
な
体
制
で

あ
る
。
だ
が
核
が
無
分
別
に
拡
散
す
る

よ
り
は
ま
し
と
国
際
社
会
は
こ
れ
を
受

け
入
れ
た
。
だ
が
、
無
条
件
で
は
な
く
、

２
つ
の
条
件
が
あ
っ
た
。

核
保
有
国
は
核
軍
縮
に
努
力
す
る
こ

と
。
そ
し
て
非
核
国
に
対
し
は
、
威
嚇
、

恫
喝
も
含
め
、
核
を
使
用
し
な
い
と
い

う
条
件
で
あ
る
。
今
回
こ
の
条
件
が
反

故
に
さ
れ
た
。

こ
れ
で
北
朝
鮮
は
核
を
放
棄
し
な
い

と
い
う
こ
と
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
い
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え
る
。
こ
の
問
題
は
、
我
が
国
に
対
す

る
影
響
が
甚
大
な
の
で
少
し
詳
し
く
述

べ
る
。

核
保
有
国
に
囲
ま
れ
た
日
本

２
０
２
２
年
9
月
8
日
、
北
朝
鮮
建

国
記
念
日
を
前
に
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党

総
書
記
は
、
最
高
人
民
会
議
で
演
説
し

「
核
保
有
国
と
し
て
の
地
位
が
不
可
逆
に

な
っ
た
」「
絶
対
に
核
を
放
棄
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。
同
時
に
、

核
兵
器
の
使
用
原
則
や
条
件
な
ど
を
定

め
た
「
核
戦
力
政
策
に
関
す
る
法
令
」

を
採
択
し
た
。

北
朝
鮮
は
、
国
連
制
裁
決
議
を
無
視

し
、
２
０
２
２
年
11
月
の
時
点
で
、
既

に
30
回
以
上
、
60
発
以
上
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
を
実
施
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
に
核

放
棄
を
さ
せ
る
原
則
「
完
全
か
つ
検
証

可
能
で
不
可
逆
的
な
解
体
」（
C
V
I
D：

C
o
m
p
l
e
t
e
, 

V
e
r
i
f
i
a
b
l
e
, 

a
n
d 

I
r
r
e
v
e
r
s
i
b
l
e 

D
i
s
m
a
n
t
l
e
m
e
n
t
）
は
、

も
は
や
死
文
化
し
た
と
い
え
る
。
今
後
、

続
々
と
核
保
有
を
め
ざ
す
国
が
出
て
く

る
に
違
い
な
い
。
ま
さ
に
N
P
T
体
制

は
崩
壊
の
危
機
で
あ
る
。

他
人
事
で
は
な
い
。
日
本
は
、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
と
い
う
核
保
有
国
に

囲
ま
れ
て
い
る
。
世
界
で
最
も
核
の
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
る
国
で
あ
る
。
し
か

も
北
朝
鮮
は
２
０
１
７
年
9
月
、「
日
本

列
島
は
核
爆
弾
に
よ
り
海
に
沈
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
日
本
は
も
は
や

我
が
国
の
近
く
に
存
在
す
る
必
要
は
な

い
」（
朝
鮮
ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
委
員
会

報
道
官
声
明
）
と
、
そ
の
意
図
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。
脅
威
は
能
力
と
意
図

か
ら
構
成
さ
れ
る
。北
朝
鮮
は
差
し
迫
っ

た
深
刻
な
脅
威
で
あ
る
。
抑
止
体
制
整

備
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

抑
止
力
に
は
「
拒
否
的
抑
止
」
と
「
懲

罰
的
抑
止
」
が
あ
る
。「
拒
否
的
抑
止
」

と
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
や
シ
ェ
ル
タ
ー

整
備
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
核
の
使
用
や

核
に
よ
る
威
嚇
、
恫
喝
を
抑
止
す
る
こ

と
で
あ
る
。「
懲
罰
的
抑
止
」
と
は
、
い

わ
ば
「
一
発
殴
ら
れ
た
ら
百
発
殴
り
返

す
」
と
い
う
能
力
と
意
図
を
持
つ
こ
と

を
相
手
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

核
の
使
用
を
抑
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
体

制
を
整
備
し
た
。
だ
が
、
近
年
登
場
し

た
変
則
軌
道
の
ミ
サ
イ
ル
や
極
超
音
速

ミ
サ
イ
ル
に
は
対
応
で
き
な
い
。
こ
れ

ら
の
ミ
サ
イ
ル
に
対
し
て
は
、
発
射
前

に
地
上
で
撃
破
す
る
「
反
撃
力
」
の
保

有
が
不
可
欠
で
あ
る
。
シ
ェ
ル
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
な
ど
は
、
人
口
に
対
す
る
普
及

率
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、

日
本
は
０
・
02
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

無
き
に
等
し
い
。

「
懲
罰
的
抑
止
」
に
つ
い
て
は
、「
核
」

が
無
け
れ
ば
効
果
は
な
い
。「
核
」
に
は

「
核
」
で
あ
る
。
日
本
は
米
国
の
拡
大
抑

止
戦
略
、
つ
ま
り
「
核
の
傘
」
に
依
存

し
て
き
た
。
だ
が
、
こ
れ
も
危
う
く
な

り
か
け
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
ワ
シ
ン
ト

ン
に
届
く
核
ミ
サ
イ
ル
を
完
成
さ
せ
た

時
点
で
、「
核
の
傘
」
は
「
破
れ
傘
」
に

な
る
。
米
国
が
ワ
シ
ン
ト
ン
を
犠
牲
に

し
て
ま
で
日
本
を
防
衛
す
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

核
か
ら
日
本
を
守
る
に
は
？

11
月
3
日
、
北
朝
鮮
は
ワ
シ
ン
ト
ン

に
も
届
く
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
火

星
17
号
」
を
発
射
し
た
。
発
射
は
失
敗

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
完
成
は
時
間

の
問
題
だ
ろ
う
。「
核
の
傘
」
が
「
破
れ

傘
」
に
な
る
時
期
が
迫
っ
て
い
る
の
だ
。

冷
戦
中
、
欧
州
で
発
生
し
た
事
例
が

参
考
に
な
る
。
１
９
７
０
年
代
後
半
、

ソ
連
は
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル

（
S
S
2
0
）
を
配
備
し
た
。
欧
州
全
域

に
は
届
く
が
、
米
本
土
に
は
届
か
な
い

核
ミ
サ
イ
ル
で
あ
る
。「
核
の
傘
」
に
疑

念
を
抱
い
た
欧
州
は
、
S
S
2
0
と
同

等
の
中
距
離
核
戦
力
（
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
、

地
上
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
）
の
欧
州
配

備
を
米
国
に
迫
っ
た
。
こ
れ
が
配
備
さ

れ
均
衡
は
回
復
し
、
欧
州
は
「
核
の
傘
」

を
維
持
で
き
た
。

均
衡
が
回
復
す
る
や
、
米
ソ
軍
縮
交

渉
が
始
ま
り
、
１
９
８
７
年
、
I
N
F

は
全
廃
さ
れ
た
。欧
州
に
は
平
和
が
戻
っ

た
。
だ
が
、
東
ア
ジ
ア
は
逆
に
危
険
が

増
し
た
。
米
ソ
は
I
N
F
を
全
廃
し
た

が
、
条
約
に
縛
ら
れ
な
い
中
国
は
、
生

産
し
続
け
、
今
や
２
０
０
０
基
を
超
え

る
I
N
F
が
実
戦
配
備
さ
れ
て
い
る
。

米
国
の
I
N
F
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
東
ア

ジ
ア
で
は
、
I
N
F
の
均
衡
が
完
全
に

崩
れ
て
い
る
。
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米
国
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
I
N
F

条
約
を
破
棄
し
生
産
を
再
開
し
た
。
来

年
に
で
も
配
備
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

だ
が
、
未
だ
配
備
場
所
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。
ジ
ョ
ン
・
ア
ク
イ
リ
ノ
米
イ
ン

ド
太
平
洋
軍
司
令
官
は
「
第
一
列
島
線

（
九
州
か
ら
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
至
る

列
島
線
）
に
配
備
し
た
い
」
と
い
う
要

望
書
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
で

き
れ
ば
、
欧
州
同
様
、
均
衡
は
回
復
す
る
。

問
題
は
、
日
本
へ
の
I
N
F
配
備
は
、

「
非
核
三
原
則
」
と
い
う
障
害
が
あ
る
こ

と
だ
。
こ
れ
を
見
越
し
た
安
倍
晋
三
元

総
理
は
生
前
、「
核
共
有
」
に
つ
い
て
言

及
し
、
核
抑
止
議
論
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
だ
が
、
岸
田
文
雄
首
相
は

被
爆
地
広
島
出
身
と
い
う
こ
と
で
「
非

核
三
原
則
」
を
厳
守
す
る
旨
公
言
し
、

議
論
は
進
ん
で
い
な
い
。

２
０
２
３
年
は
、
I
N
F
配
備
に
対

す
る
日
米
の
調
整
が
始
ま
る
だ
ろ
う
。

頑
な
に
「
非
核
三
原
則
」
を
主
張
す
る

だ
け
で
は
、
核
の
不
均
衡
が
続
く
だ
け

で
な
く
、
日
米
同
盟
の
基
盤
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
。

現
下
の
安
全
保
障
環
境
で
、「
非
核
三

原
則
」
が
国
家
国
民
を
守
る
た
め
に
最

適
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
を
続
け
れ
ば
い

い
。
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
か
。
個
人

的
感
情
を
優
先
さ
せ
、
国
民
を
犠
牲
に

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。「

唯
一
の
被
爆
国
」
と
い
う
の
は
「
特

権
」
で
も
な
け
れ
ば
、
敵
が
攻
撃
を
躊

躇
す
る
よ
う
な
「
抑
止
力
」
に
も
な
り

得
な
い
。
清
水
幾
太
郎
氏
が
著
書
「
日

本
よ
、国
家
た
れ
」
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
最
初
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
核
兵
器

を
所
有
し
な
け
れ
ば
、
有
事
の
際
、
世

界
中
の
国
が
日
本
に
遠
慮
し
て
く
れ
る

と
い
う
滑
稽
な
幻
想
を
抱
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
。「
被
爆
国
」
だ
か
ら

「
非
核
三
原
則
」
と
い
う
の
は
、
通
用
し

な
い
。
日
米
の
調
整
が
始
ま
る
前
に
、

タ
ブ
ー
の
な
い
議
論
を
実
施
し
、
日
本

の
「
核
抑
止
戦
略
」
を
構
築
し
て
お
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
核
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
に
と
っ
て
２
０
２
３
年
以
降

の
深
刻
な
テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
、
あ
え

て
長
く
紙
幅
を
費
や
し
た
。

独
裁
者
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
べ

き
か

番
目
は
「
力
の
無
い
外
交
は
無
力
」

で
あ
る
と
い
う
事
実
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
で
は
、

ロ
シ
ア
と
い
う
「
力
の
信
奉
者
」
に

対
し
、
力
の
無
い
外
交
が
如
何
に
無
力

で
あ
る
か
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
や
習
近
平
国
家
主

席
、
金
正
恩
総
書
記
な
ど
、
独
裁
者
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、「
力
の
信
奉
者
」

で
あ
る
こ
と
だ
。
彼
ら
は
「
力
」
以
外

は
信
じ
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
今
で
こ
そ

「
戦
う
指
導
者
」
と
し
て
英
雄
に
な
っ
て

い
る
が
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
直
前
ま
で
、

「
す
べ
て
の
問
題
は
外
交
で
解
決
す
る
」

と
公
言
し
て
い
た
。

「
力
の
信
奉
者
」
と
対
峙
す
る
に
は
、

先
ず
は
「
力
」
で
圧
倒
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。

同
盟
国
も
な
く
、
十
分
な
軍
事
力
を
持

た
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
外
交
交
渉
に
挑

ん
で
も
、
既
に
侵
略
を
決
心
し
た
プ
ー

チ
ン
氏
が
聴
く
耳
を
持
つ
わ
け
が
な
い
。

力
の
無
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
一
国
で
ロ
シ

ア
と
「
外
交
交
渉
の
み
で
対
処
」
す
る

こ
と
な
ど
、
無
理
な
話
で
あ
っ
た
。

同
様
に
中
国
は
、「
力
」
し
か
信
じ
な

い
権
威
主
義
か
つ
覇
権
主
義
の
国
家
で

あ
り
、
核
を
保
有
す
る
常
任
理
事
国
で

あ
る
。
ロ
シ
ア
と
瓜
二
つ
で
あ
る
。

「
台
湾
有
事
は
日
本
有
事
」
で
あ
る
。

だ
が
日
本
だ
け
で
は
中
国
の
行
動
を
抑

止
で
き
な
い
。
米
国
を
巻
き
込
み
、
日

米
で
「
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
外
交
力
」

を
発
揮
し
、
中
国
に
対
峙
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

習
近
平
氏
は
10
月
16
日
か
ら
始
ま
っ

た
中
国
共
産
党
大
会
で
、
2
期
10
年
の

任
期
と
い
う
慣
例
を
破
り
、
3
期
目
に

入
り
、
異
例
の
長
期
体
制
を
築
く
こ
と

に
な
っ
た
。
側
近
は
イ
エ
ス
マ
ン
で
占

め
ら
れ
、
自
ら
が
掲
げ
た
強
国
実
現
の

為
、
今
後
、
歯
止
め
の
な
い
強
行
路
線

を
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

先
述
の
よ
う
に
習
氏
は
「
台
湾
問
題

を
解
決
し
て
祖
国
の
完
全
統
一
を
実
現

す
る
こ
と
は
党
の
揺
る
ぎ
な
い
歴
史
的

任
務
だ
」
と
力
強
く
語
っ
た
。
看
過
で

き
な
い
の
は
、「
武
力
行
使
の
放
棄
は
決

し
て
約
束
し
な
い
」と
強
調
し
た
こ
と
だ
。

中
国
は
国
防
費
を
30
年
間
で
39
倍
、

10
年
間
で
２
・
２
倍
に
伸
ば
す
と
い
う

驚
異
的
な
軍
拡
を
続
け
て
き
た
。
中
国

は
通
常
兵
器
の
み
な
ら
ず
、
核
兵
器
で
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も
米
国
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ロ
イ
ド
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
米
国
防
長
官

は
、
中
国
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
核
弾

頭
を
約
１
０
０
０
発
に
増
勢
し
、
核
戦

力
の
３
本
柱
（
地
上
配
備
、潜
水
艦
発
射
、

戦
略
爆
撃
機
搭
載
）
強
化
を
め
ざ
し
て

い
る
と
述
べ
た
。
通
常
戦
力
も
米
軍
に

追
い
つ
き
つ
つ
あ
る
。
海
軍
の
艦
艇
数

で
は
既
に
米
海
軍
を
凌
駕
し
た
。
確
実

に
力
を
つ
け
て
い
る
。

米
国
は
10
月
に
公
表
し
た
国
家
安
全

保
障
戦
略
で
、
中
国
を
経
済
、
外
交
、

軍
事
、
技
術
面
に
お
い
て
「
国
際
秩
序

を
変
え
る
意
思
と
能
力
を
兼
ね
備
え
た

唯
一
の
競
合
国
」
と
位
置
づ
け
た
。
中

国
は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
米
国
の

同
盟
関
係
を
侵
食
」
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
日
本
を
含
む
同
盟
国
や
友
好
国
と

の
連
携
強
化
に
よ
り
、「
我
々
の
集
団
的

な
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
」
と
し
た
。

中
国
は
、
米
国
で
も
一
国
で
は
手
に

余
る
存
在
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
日

本
を
含
む
同
盟
国
に
対
し
、
次
の
よ
う

な
異
例
の
強
い
口
調
で
防
衛
力
の
強
化

を
促
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
軍
事
力

近
代
化
と
国
内
の
民
主
主
義
強
化
に
取

り
組
む
。
同
盟
国
も
そ
の
種
の
能
力
に

投
資
す
る
こ
と
や
、
抑
止
力
を
高
め
る

の
に
必
要
な
計
画
の
立
案
に
着
手
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
行
動
す

る
よ
う
求
め
る
」
と
。
日
本
に
大
き
な

責
任
と
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
は
安
全
保
障
3
文
書
を
見
直
し
、

「
5
年
以
内
の
抜
本
的
防
衛
力
強
化
」
を

め
ざ
し
て
い
る
。
米
国
の
悲
鳴
に
も
似

た
要
求
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
る
。
米
国
の
為
で
は
な
い
。
ま
さ
に

日
本
の
安
全
の
た
め
な
の
で
あ
る
。

国
連
が
機
能
不
全
の
今

ど
う
し
て
い
く
べ
き
か

5
番
目
は
、
大
国
は
国
際
法
な
ど
平

気
で
破
る
と
い
う
事
実
だ
。
大
国
の
エ

ゴ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
も
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
大
き
な
教
訓
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
ロ
シ
ア
は
軍
事
大
国
で

あ
り
、「
力
の
信
奉
者
」
で
あ
る
。
信
じ

る
も
の
は
「
力
」
だ
け
で
あ
り
、「
善
意
」

「
誠
意
」、「
法
の
支
配
」
な
ど
は
信
じ
な

い
。
自
分
に
都
合
が
良
い
時
は
国
際
法
、

条
約
を
守
れ
と
い
う
が
、
都
合
が
悪
く

な
れ
ば
、
平
気
で
こ
れ
を
破
る
。

１
９
９
１
年
、
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
た

時
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
内
に
は
１
２
４
０

発
の
核
弾
頭
と
１
７
６
基
の
大
陸
間
弾

道
弾
が
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。
ソ
連
か

ら
独
立
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
こ
れ
を

保
有
し
続
け
る
意
向
を
表
明
し
た
。
だ

が
米
国
、
英
国
、
ロ
シ
ア
が
核
拡
散
防

止
の
観
点
か
ら
強
く
反
対
し
た
。
核
不

拡
散
条
約
（
N
P
T
）
へ
の
加
盟
と
、

核
兵
器
撤
去
の
見
返
り
と
し
て
米
、
英
、

露
の
3
か
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
独
立
、

主
権
、
領
土
の
一
体
性
」
を
保
証
し
た

覚
書
が
結
ば
れ
た
。「
ブ
タ
ペ
ス
ト
覚
書
」

（
１
９
９
４
年
12
月
）
で
あ
る
。
だ
が
覚

書
は
２
０
１
４
年
3
月
、
ク
リ
ミ
ア
半

島
併
合
に
よ
り
一
夜
に
し
て
反
故
に
さ

れ
た
。

こ
の
後
、
親
ロ
シ
ア
派
武
装
勢
力
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ネ
ツ
ク
、
ル
ガ

ン
ス
ク
の
2
州
の
一
部
を
占
拠
し
、
戦

闘
が
続
い
た
。
２
０
１
５
年
2
月
、
ロ

シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
に
よ
っ
て
停
戦
合
意
が
結
ば
れ
た
。

こ
れ
が
ミ
ン
ス
ク
合
意
で
あ
る
。
こ
れ

も
今
回
、
い
と
も
簡
単
に
破
ら
れ
た
。

ロ
シ
ア
は
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
を
攻
撃
し
て
い
る
。
原
発

も
攻
撃
し
た
。
水
源
地
の
ダ
ム
さ
え
攻

撃
予
定
だ
と
い
う
。
全
て
国
際
法
違
反

行
為
で
あ
る
。国
連
が
機
能
不
全
に
陥
っ

た
今
、
国
際
社
会
は
再
び
「
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
掟
」
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
我
々

は
今
後
、
こ
の
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
を
切

り
開
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
判
明
し
た
事
実

を
読
み
解
き
な
が
ら
、
２
０
２
３
年
以

降
を
考
察
し
て
き
た
。
日
本
の
安
全
保

障
は
、
戦
後
最
大
の
危
機
を
迎
え
て
い

る
。
周
辺
に
は
中
国
、
北
朝
鮮
と
い
う

２
つ
の
共
産
主
義
国
家
が
存
在
し
、
中

国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
と
い
う
３
つ
の

核
武
装
し
た
権
威
主
義
的
独
裁
国
家
に

囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
厳
し
い
現
実
を

直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
０
２
３
年
は
何
が
起
き
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
危
機
管
理
は
「
ま
さ
か
」

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
「
も
し
か
し
て
」

と
捉
え
、
危
機
に
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で

得
た
教
訓
を
政
策
に
結
び
付
け
て
準
備

し
、
危
機
を
未
然
に
防
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
危
機
を
未
然
に
防
止
す
る

者
は
決
し
て
英
雄
に
な
れ
な
い
」
と
言

わ
れ
る
。我
々
に
英
雄
は
い
ら
な
い
の
だ
。
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